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□ごあいさつ

　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

＜環境保全への行動指針＞
１． 環境関連法規その他当社が約束したことを遵守します

２． 事務所電気と車両燃料による二酸化炭素排出量を重点的に削減します

３． 事務所ごみと現場から発生する産業廃棄物をリサイクルします

４． 節水します

５． 少量の化学物質を管理します

６． 施工品質の向上の為、技能・技術・管理能力を伸ばします
安心で安全な品質を提供します

７． 事務所周辺清掃やボランティアなど積極的に参加します

制定日：

改定日：

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　代表取締役社長

環 境 経 営 方 針
＜環境経営理念＞

当社は、電気通信工事で発生する車両燃料・事務所電力などの環境負荷を削減すること
が最優先と考え、地球温暖化問題への取り組みや地域の環境活動に自主的・積極的に従
業員一団となって継続的改善に取り組みます。

2020年11月1日

2017年10月1日

当社では、安全施工や個人情報保護を徹底し

お客さまに安心してご依頼いただける環境づくりに積極的に取り組んでおります。

技術面でも、安全面でも、ナンバーワンを誇れるような企業を目指し、

これからも安心かつ最先端のネットワーク技術をお客さまに提供してまいります。

― 企業理念 ―

我々は工事施工を通じて経済の発展を支えるとともに、

世界中の人々に喜びと感動を届け 笑顔あふれる社会を実現します

― ミッション ―

『全てはお客さまのために』を一番に考え、我々にしかできない

技術・安全・絆を追求し、最高の満足を与えるサービスを提供します

― バリュー ―

一、レベルの高い技術力で最高の品質を提供する

二、レベルの高い安全力で最高の安心を提供する

三、レベルの高い組織力で最高の喜びを提供する

四、レベルの高い人間力で最高の喜びを提供する

令和3年度 安全スローガン

工事安全 - ONE TEAM 心をひとつに守り合い 命を守る行動を
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□組織の概要 更新日：
（１） 名称及び代表者名

株式会社TECNES
代表取締役　田中　義和

（２） 所在地
本社・大阪工事事務所 大阪府東大阪市川俣1-6-10
千葉工事事務所 千葉県船橋市南三咲2-5-1
仙台工事事務所 宮城県仙台市太白区東郡山2-12-27

（３） 環境管理責任者氏名及び担当者連絡先
責任者 取締役 清水　孝二 TEL：06-6618-7307

担当者 総務部 田中　綾 TEL：06-6618-7307

（４） 事業内容
電気・電気通信設備構築工事、イルミネーション・イベント設営、ドローンによる測量・調査・点検業務

（５） 事業の規模
売上高 7 億円
主要工事件数 10 件

大阪工事事務所 千葉工事事務所 仙台工事事務所 合計
20 6 2 28
500 93 86 679

（６） 事業年度 10月～翌年9月

□認証・登録の対象組織・活動
登録組織名：株式会社TECNES

本社・大阪工事事務所
千葉工事事務所
仙台工事事務所

活動：

□事業や製品（商品）の紹介

2022年10月25日

電気・電気通信設備構築工事、イルミネーション・イベント設営、ドローンによる測
量・調査・点検業務

従業員　　　　　
延べ床面積　　　

主な事 業の紹介

・電気

・電気通信設備構築工事

サービスの紹介

許可の紹介：

◆一般建設業

電気通信工事業・電気工事業・土木工事業・石工事業・ほ装工事業・塗装工事業・とび・土工

工事業・鋼構造物工事業・しゅんせつ工事業・水道施設工事業

許可番号：大阪府知事許可(般-29)第128132号 許可年月日：平成29年5月11日

◆産業廃棄物収集運搬業

許可番号：第02700185324号 許可年月日：平成27年10月29日

資格者リストなど

一級土木施工管理技士 1名 一級建設機械施工技士 ・一級電気施工管理技士・DD第

一種・AI・DD総合種・管理技能者・高所作業車運転・小型移動式クレーン運転・第二種酸素

欠乏危険作業主任者・酸素欠乏・硫化水素危険作業主任者・危険物取扱者・第二級陸上無

線技士・航空特殊無線技士・高圧・低圧電路作業者・低圧電気取扱者・ガス溶接技能・第二

4



□実施体制図及び役割・責任・権限表
更新日：

社長 田中　義和

役割・責任・権限
代表者（社長） ・環境経営に関する統括責任

・環境経営システムの実施に必要な人、設備、費用、時間等経営資源を準備
・環境管理責任者を任命
・環境経営方針の策定・見直し
・環境経営目標・環境経営計画書を承認
・代表者による全体の評価と見直し、指示
・環境経営レポートの承認

環境管理責任者 ・環境経営システムの構築、実施、管理
・環境関連法規等の取りまとめ表を承認
・環境経営目標・環境経営計画書を確認
・環境活動の取組結果を代表者へ報告
・環境経営レポートの確認

環境事務局 ・環境管理責任者の補佐、の事務局
・環境負荷の自己チェック及び環境への取り組みの自己チェックの実施
・環境経営目標、環境経営計画書原案の作成
・環境活動の実績集計
・環境関連法規等取りまとめ表の作成及び最新版管理
・環境関連法規等取りまとめ表に基づく遵守評価の実施
・環境関連の外部コミュニケーションの窓口
・環境経営レポートの作成、公開（事務所に備付けと地域事務局への送付）

 EA21推進委員会 ・環境経営計画の審議
・環境活動実績の確認・評価

部門長 ・自部門における環境経営方針の周知
・自部門の従業員に対する教育訓練の実施
・自部門に関連する環境活動計画の実施及び達成状況の報告
・自部門に必要な手順書の作成及び手順書による実施
・自部門の想定される事故及び緊急事態への対応のための手順書作成
・試行・訓練を実施、記録の作成
・自部門の問題点の発見、是正、予防処置の実施

全従業員 ・環境方針の理解と環境への取り組みの重要性を自覚
・決められたことを守り、自主的・積極的に環境活動へ参加

代表者

環境管理
責任者

清水　孝二

田中　綾
環境事務局

EA21
推進委員会

2022年5月1日

大 阪

田中 綾

総

務

千 葉
佐藤 美佳

総

務
管

理

工

事
工

事

工事現場 工事現場

仙台
渡邉 恭丈

工

事

工事現場
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□主な環境負荷の実績

単位 2019年 2020年 2021年
二酸化炭素
総排出量

kg-CO2 160,331 141,718 142,067

トン 26,477 38,436 12,420
トン 816 712 575
トン 25,661 37,724 11,845
㎥ 0 0 75

※電力の二酸化炭素排出量換算値 0.493 ｋｇ-ＣＯ2/ｋＷｈ 2016年度調整後
※水使用量が把握できるのは仙台工事事務所のみ

□環境経営目標及びその実績（全社）
基準値 2022年 2023年

（基準度) （目標） （実績） （目標） （目標）

kg-CO2 22,974 22,744 19,707 22,744 22,744
基準年比 2020年 99% 86% 99% 99%
kg-CO2 118,431 117,247 120,870 117,247 117,247

基準年比 2,020 99% 102% 99% 99%
売上高原単位 kg-CO2/千円 0.167 0.165 0.229 0.165 0.165

kg-CO2 141,405 139,991 140,577 139,991 139,991
kg 821 813 575 657 575

基準年比 2020年 99% 70% 80% 70%
％ 45% 50% 43% 52% 54%

2020年
㎥ 20 19 75 18 18

基準年比 2020年 95% 375% 92% 90%

　一般廃棄物排出量
　産業廃棄物排出量

2021年

水使用量

建設副産物のリサイク
ル率の向上

水道水の削減

化学物質の適正管理

工事への環境配慮

自動車燃料による二酸
化炭素削減

上記二酸化炭素排出量合計

　　　　　　　　　　　年　度
　　項　目

電力による二酸化炭素
削減

一般廃棄物の削減

廃棄物排出量

項　目

行動計画

行動計画

年間データ把握後に目標設
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□環境活動計画及び取組結果とその評価、次年度の取組内容

数値目標：○達成　×未達成
　 活動：◎よくできた　○まあまあできた　△あまりできなかった　×全くできなかった

達成状況

数値目標 ○
○

○

△

○
○

数値目標 ×
○
△

数値目標 ○
○
○
△

○

数値目標 ○
○
○
○

数値目標
○
○

○

○
○
○

○
○

・作業前に近隣住民への声掛け実施

・ホースにストップノズル取付

・週に１度のスキルアップ講習　（内）

・工期厳守　（現）

作業する場合に近隣への声掛けをしてまいりました。また作業前に
には危険作業の洗い出しを行い、一度やった作業が無駄な作業とな
らないよう事前に防ぐよう努めました。スキルアップ試験を実施す
ることで技術力向上しより短時間での作業ができるように全員で取
り組む事が出来ました。

・省エネ機器・工具の採用　（内・現）
工事への環境配慮

手洗い・うがい、トイレ使用等、どうしても水道が必要なケースは
避けられませんが、小まめな対策等により多少の減少が見受けられ
ました。コロナ禍により、来客者や協力企業社員の事務所の出入り
頻度が減少した為、結果的に使用料の削減となりました。現状実施
している節水対策をしっかりと継続していきます。

・節水シールの貼り付けとポスター掲示

水道水の削減

・リサイクル可能な処理業者への委託

・安全管理　（現）

化学物質の適正管理
作業ミスなど無いように徹底し、スプレーなども水性品
を使うようにしていきます。

・作業ミスによる使用量増加の抑制

・分別コンテナ（ボックス）の設置

一般廃棄物の削減

アイドリングストップなどの基本的な事は、もう当然のよう
にすることが無くなりました。でも、どうしても、現場の加
減や岡山県での仕事の増加の為。移動距離が長くなるのと、
動く車の台数も増えるので、消費量削減が難しいです。

昨年は事務所改変に伴いゴミの分量が大きく変動する1年
となりました。リフォーム後はゴミステーション化し、
ゴミ箱を無くしたり、データ管理することで書庫内の書
類を減らす事が出来ました。今後は、ペーパーレス化を
促進し、印刷量を削減していきます。

・分別の徹底
・シュレッダー廃紙のリサイクル化・梱包材の再利用

・帳票見直しによる印刷物の削減

・使い捨てコップをプラスチックコップ
へ混合廃棄物の削減

上半期より混合物をより細かく分別回収するように、社
内できめ掲示板なども多様することにより社員の意識改段ボールなども出来るだけ再利用を各営業所でも呼び掛
け周知し、分別と共に出来る事は頑張ってきました。今
年度よりエコアクションに取り組まれている紙料会社様
にご協力頂けたことにより、分別が徹底でき、紙ゴミの
分別量が増えました。そのおかげで、一般ゴミ削減につ
ながっています。現場によりけりな所もありますので、
中々厳しい部分ではあるのですが、次年度も分別徹底を
心掛け頑張っていきたいと思います。

・工事現場での分別の徹底

自動車燃料による二酸化炭素削減

取り組み計画
電力による二酸化炭素削減

本社/千葉/仙台ともに全般的に昨年より電力消費量は大幅に下がり
ました。また千葉が事務所移転を5月に実施し、さらなる節電につ
ながったと考えます。今年度以降も夏場の熱中症対策などエアコン
の使用が必然となると思われるので、さらなる温度設定の厳守を
し、電力消費量削減を目指したいと考えます。また遠方の現場の場
合は、直行直帰を実施し、19時半以降の残業を削減するよう努めま
した。引き続き社員の健康管理も含め継続したいと考えます。

・施工ミス・施工不良の削減

・空調温度の適正化（冷房２８℃　暖房２２℃）

・19時半以降は残業減らす。直行直帰の実施

・届出書・領収書。提出書類は期日厳守。

・３S活動

取組結果とその評価、次年度の取組内容

・アイドリングストップ・エコドライブ
・持ち物確認の徹底・忘れ物しない
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エコキャプ活動
2022/8/26　6.2Kg　

　　社用封筒をFSCﾏｰｸ付の紙に変更 ｷﾘﾝﾋﾞﾊﾞﾚｯｼﾞ回収 毎月エコポスター作成し掲示

　　

”地域清掃”近隣のゴミ拾い 事務所のゴミの分別 エコポスター掲示 節電対策　遮熱シート貼付

地域清掃活動実施 節電取組 エコポスター掲示 ゴミの分別

本社

仙台工事事務所

千葉工事事務所

□各工事事務所の活動紹介
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□環境上の緊急事態への準備及び対応
大阪工事事務所
緊急事態の想定： 火災
■実施日： ■実施場所：大阪工事事務所
■参加者： ■実施内容：

■評価：

■実施状況の様子 ◆ 消火訓練 ◆

　◆ 通報訓練 ◆ ◆ 避難訓練 ◆

千葉工事事務所
緊急事態の想定： 火災
■実施日： ■実施場所：

■参加者： ■実施内容：

■評価：

■実施状況の様子

　◆ 通報訓練 ◆ ◆ 消火訓練 ◆ ◆ 避難訓練 ◆

仙台工事事務所
緊急事態の想定： 火災
■実施日： ■実施場所：

■参加者： ■実施内容：

■評価：

■実施状況の様子

　◆ 通報訓練 ◆ ◆ 消火訓練 ◆ ◆ 避難訓練 ◆

落ち着いて、火災手順通り的確な行動出来た。

佐藤(清)、石田、金城、
宮本、佐藤(美) 通報訓練・消火訓練・避難訓練

声掛けで連携をとり迅速に的確な行動が出来ました。

2022年8月20日 千葉工事事務所

各自の役割を確認し、迅速かつ的確な行動がとれたと思います。

2022年8月19日
田中・住本・グェンディアントアンアイン
クァックホアンカイン・岡本理紗・吉田

通報訓練・消火訓練・避難訓練

2022年8月19日 仙台工事事務所

渡邉、釼持

通報訓練・消火訓練・避難訓練
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□環境関連法規等の遵守状況の確認及び評価の結果並びに違反、訴訟等の有無
法的義務を受ける主な環境関連法規制は次の通りである。

大阪 千葉 仙台
〇 〇 〇

建設副産物 〇 〇 〇
空圧機、送風機 〇 〇 〇

食品廃棄物 〇 〇 〇
危険物の保管 〇 〇 〇

食品廃棄物のリサイクル率は当該年度の目標値を達成しました。

なお、違反、訴訟等はこれまでありませんでした。

□代表者による全体の評価と見直し・指示
実施日：

環境経営方針 ☑変更なし　　□変更あり

環境経営目標・計画 ☑変更なし　　□変更あり

実施体制 □変更なし　　☑変更あり

□編集後記

消防法
環境関連法規制等の遵守状況の評価の結果、環境関連法規制等は遵守されていました。

適用される法規制 適用される事項（施設・物質・事業活動等）
廃棄物処理法

食品リサイクル法

2022年10月25日

一般廃棄物、産業廃棄物（金属ｸｽﾞ、廃プラ

  昨年の事務所の改修工事に伴い事務所・倉庫の照明をLED化することにより明るく且つ消費電力の削減に繋がりました。ま
た、事務所ごみをゴミステーション化することで全体的にゴミの量を減らすことができました。ゴミの減量もグラフ化し、現状を掲
示することで従業員一人一人が環境に対する意識が向上し、各目標達成に繋がったと思います。 電力削減についていは猛暑
に伴う冷房の使用頻度が高くなりました。
引き続き会社として、持続可能な開発目標SDGsに全員で取り組んでいけるよう、色々な面で学び社内への発信を継続してい
きたいと考えます。

毎月のエコ目標ポスターを刷新し、社内への啓発を行い社員
全員が目標に向けての意識づけが出来てきていると感じまし
た。
地域活動に関しても、コロナ禍で集団では制限があります
が、個々で出来る事を意識し共有する事によって、更なる環
境改善を進めていきたいと考えます。
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